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　This　 study 　investigated　the　 effects 　of 　camisole 　lining　on 　the　comfbrt 　of 　woolen 　 one −piece 　dresses　fer
the 　spring 　and 　summer 　seaso 皿 s．　We 　compared 　the　comfort 　of 　camisoLes 　made 　with 　four　types 　ef　lining

fabrics　consisting 　of　different　fiber　materials 　and 　yarn　types．　The　cling量ng 　behavior　of　the　lining　fabric
and 　the 　water 　absorbency 　property 　were 　observed 　with 　a　strain 　gauge 　under 　both　dry　（without 　perspi −

ratbn ）and 　wet 〔with 　perspiration）conditions ，　Furthermore ，　the　comfbrt 　of　five　one −piece　dresses−

f｛｝ur 　with 　ca皿 isoles　having　different　lining　fabricg．　and 　one 　with 　no 　camisole −−was 　compared 　under 　two

different　wearing 　environments ，　one 　in　a　cool 　air −conditioned 　environment 　the　other 　in　an 　environment

with 　high　temperature 　and 　humidity，　The 　results 　were 　as 　follows： （1｝In　the　airtonditioned 　environ −

ment ，　spring 　and 　su 皿 mer 　woolen 　Qne −piece　dresses　with 　camisole 丘nings 　received 　higher　evaluations
fc）r　texture　and 　sofLness 　than　those　without 　camisole 　linings，　However ，　under 　a　hot　and 　sweaty 　environ −

ment 　clothing 　comf ｛）rt　detehorated　due　to　an 　increase　in　clinging 　to　the 　 skin 　 and 　the 　humidity，（2）
Tests　conducted 　to　reveal 　the　differences　in　clinging 　behavior　as　determined　by しhe　moisture 　content

of 　the　fabrics　proved 　that　lining　fabrics　with 　smoother 　surfaces 　woven 　with 　filament　yarns 　tend　to　cling

to　the　skin　more 　easily 　with 　sweat 　thau　hnlng　woven 　with 　false　twist 　or 　spun 　yarns ．　It　can 　be　consid −

ered 　that　the 　use 　of 　certain 　filaments　can 　lead　to 且ess　contact 　area 　between　the　material 　and 　the　skin

and 　thereby　less　clinging 　to　the　skin ．｛3）Wearing　tests　of 　the　one −piece 　dresses　under 　different　environ −

ments 　showed 　that　camisoles 　with 　smooth −surfaced 　soft 　conventional 　cupro 且nings 　were 　preferred　in

the 　cooler 　alr −conditioned 　environmen し while 　Iinings　woven 　witMalse 　twlst　yarns　or 　spun 　yarns　were

preferable　in　an 　environment 　where 　there　was 　more 　swea 恒ng ．　Camisoles　with 　cupro 　linings　of　spun

yarns 　received 　the　highest　evaluations 　and 　showed 　no 　sign 竝icant　difference　in　com 丘）rt 　ln　either 　envi −

ronrrlent ，
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　 1．緒 　　言

　裏地 は，肌触 りの 向上 ，着 脱 と 動作 性 の 促 進，表地

の 保護，形態安定性 と外観 の 保持，保温性の 向上 な ど

の 目的で使用さ れ て い る ．我 々 は ，こ れ まで に裏地が

衣服の 外観 と動作機能性な ど に影響 を 及 ぼ す こ と を報

告 し て きた
⊥）2｝．最適 な裏地 を選定する こ と は ，衣服

の 設計に お い て 重要 と考え る が ，裏地 に 関す る研 究 は

少ない ．

　人 はさまざまな環境下 で 生活 し て お り，殊に夏季に

着用す る 衣料 に は 発 汗を考慮す る こ とが 必 要 で あ る。
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発汗時に は蒸れ感 と濡れ感が 生 じ，人体か ら の 熱 と水

分 に よ っ て 布 の 熱 ・水分移動特性 が変化 す る．さら に

布 と 肌 の 「貼 りつ き」が動作 時 の 抵抗 を増加 させ，着

用 快適性 に影響す る
31・
，裏地 に 関 して 清涼性の 効果 を

追究 した先行研究 も少な い が，坂口 ら
4 〕

は季節を違え

た着用試験 に よ り，夏季 に お ける レー
ヨ ン

・キ ュ プ ラ

の快適性 を明 ら か に し て い る．こ こ で は 平織 の
一

般的

な裏地 の み を対象として い るが，近年，織糸に加工糸

や ス パ ン 糸を用 い る ，変化組織を有する な ど，工 夫を

凝 ら し た 裏地が 種 々 開発 さ れ て お り，こ れ ら の裏地が

着用評価 に 及 ぼす影響 に つ い て 検証す る こ と は 意味 が

ある と考える．

　本研究で は肌 に じか に接 して着用され る こ との 多 い

裏地に焦点をあ て ，温熱性発汗の ありな し に お け る着

用快適性へ の 影響に つ い て確認する た め ，2 つ の モ デ

ル 実験 と着用試験を行 っ た ．モ デ ル 実験 で は ，発汗 を

想定 した皮膚上 で の 裏地 の 滑 り抵抗を計測 した ．また ，

ぬれ拡が り ・ぬ れ戻 りの観察を通 し，発汗時に おける

裏地 の 水拡散 と吸収特性 をと ら え た ．着用試験で は ，

快適 な空調環境下 と発汗 を伴 う暑熱環境下 の 両面 を考

表 L 試料 の 特性

裏地 表地

名称 Pa Pb Cc Cd サ マ
ー

ウ
ー

ル

素材 ポリエ ス テ ル ポリエ ス テ ル キュ プラ キコ ．プラ 毛

使用糸
フィラメン ト

無撚糸

フ ィラメン ト

擬麻加 工 糸

フ ィラメン ト

無撚 糸
ス パ ン 糸 ス パ ン 糸

使用 糸 （経 ・緯／dtex） 56／84 84／84 56／84 67／67

織り密度 （経・緯／cm ） 54・33 31・31 53・34 39・32 46・46

組織 平織 平織 平織 平織 平織

日付 （9／m2 ） 56．0 59．0 59，2 80．0 174．3

厚 み （mm ） 0．085 0．180 0．076 0．150 0311

加工 吸水加 工 吸水加 工
弱撥 水加 工

樹脂加 工

吸水加工

樹脂加 工
不 明

　　　　　　　　　 配
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、“、

　　　　　　　　　　　　　　　　　 「

表 面写真（X100 ）

KES −FB 力学特 陸 Pa Pb Cc Cd 表地

MIU 0226 0．337 O．178 0．305 0，239

表 面 MMD 0．011 0．042 0 ，012 0．058 0．074
SMD 2．625 4．937 3，312 4．767 8．125

曲 げ B （N ／m2 ／m ） 2，95E・・06 L91E −06 4．51E−06 1．57E −05 4 ．46E −06

2HB （N 加 ／m ） LO7E −04 6．96E−05 1．56E−04 4．31E−03 1．15E−04
G （N ／m ・rad ） 17．98 13．49 14．61 13，49 24．16

せ ん 断 2HG （N ／m ） 0．33 0．20 O．11 0．16 0．25
2HG5 〔N／m ） 0．91 0．34 0．45 0、43 0．79

引 張 り EMT 3．7 8．7 2，4 7．1 8，6

通 気 度　 （CC ／C   ／S） 25 400以 上 65 230 55

温 い、特性
ヒ
ー

トロ ス （w ／  ・℃） 8．9 9 8．9 9，4 9．5

接触冷感 （w ／  ・℃） 112 100 156 133 152

接 触冷感（霧吹き状 ） 300 216 632 233　　 　　 　 　 441

接 触 冷感 （脱 水 後 ） 254 231 322 455　　　　 　　　236

64 （154）
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春夏向け ワ ン ピー
ス の 裏地 キ ャ ミ ソ

ー
ル に 関す る 研究

慮 し，サ マ ーウ ール の ワ ン ピース の 下に着用する裏地

キ ャ ミ ソ
ール を例に着用感 を比較 した，婦人服の トレ

ン ドを 加味 し，更 に デ ザ イ ン と して 体 幹部 と 裏地 の 接

す る 面積が 大 きい ワ ン ピー
ス を検討 の 対象 と した，今

回の 着用試験 で は ，イ ン ナ
ーと 裏地 の 両方 の 機能 を具

備 した裏地キ ャ ミ ソ ール を用い たが，本研究 の 知見は

裏地 つ きワ ン ピー
ス や その 他の 春夏用衣料に も応用可

能 と考え る ．

　 こ れ らの 実験 結果 をふ まえ空調 され た 快適環境 と発

汗 を伴 う暑熱環境 にお い てそれぞ れ どの よ うな裏地 が

好 まれ る か を明 らか に す る とと もに ，そ の要因 に 関す

る考察 を行 っ た．

　2 ．方 　　法

　（1） 試料の 特性

　本実験 の 試料 に は春夏 向け衣料に用 い られ る裏地 の

中か ら，繊維素材，糸使 い の異な る もの 4 種類 を選定

し た．表地は 平織の サ マ ーウ ール とした．表 1 に試料

の 特性 と表面写真，KES −FB に よ る 裏地 の 力 学的特性

と温熱 的特 性 をま とめ た．

　Pa は，ポ リエ ス テ ル 無撚糸か らな る
一

般 的な平織

の 裏地で ある ，Pb は ポ リエ ス テ ル の 擬麻加工 糸か ら

なる ，織 り糸間に隙間 の ある ，厚み と凹凸 の ある春夏

向け裏地 で ある ．Cc は キ ュ プラ の 無撚糸か らな る 一

般 的な平織 の 裏地 で ， ウ ォ
ー

タ
ー

ス ポ ッ トを防止す る

た め 弱 い 撥 水加 工 が な され て い る．Cd は キ ュ プ ラ の

ス パ ン 糸か らな る ため微少 な毛羽があ り，織 り糸間に

空隙を有 し，厚み と凹凸の ある春夏向けの裏地で ある．

以降，裏地 は記号で記載する ．

　  　布の 貼 りつ き抵抗の 測定

　本試験で は，裏地 に よっ て発汗時の 肌 へ の 貼 りつ き，

即 ち布 の 滑 り抵抗が どの ように 異な る の か調 べ た ．図

1 に実験装置 を示 した，7cm × 7cm の 裏地に 釣 り糸

を接着 し，人 工 皮膚 （バ イ オ ス キ ン プ レ ート　 タ テ

  水 平 方 向 の 抵 抗 力

　　　　　　　　　　　 増幅機　 記 録 計

図 1．貼 りつ き抵抗力測定装置

195× ヨ コ 130× ア ツ サ 5 皿 m ，BEAULAX 社製）の

上 を
一

定度速 （8．8mm ／秒）で 引っ 張 っ た．そ の 間，

  水平方 向と  垂直方 向 の 抵抗力 を荷 重 変換 機 で 計

測 し，貼 りつ きの 違 い を比較 した ．測定は，動作時 の

すべ りにお い て重要 と考 えられ る た て 方向に つ い て 行 っ

た．

　 こ こ で は，（1）無発汗を想定 した状態 （乾燥状態の

裏地 ），（2）少量 の 発汗を想 定 した状態 （霧吹 きで 1

押 しの 水 を
一定距離 か ら人工 皮膚 に噴 きかけた （平均

0．087g）），（3）多量 の 発 汗 を想定 した状態 （霧吹 き

で 3 押 しの水 （平均 0．26g ）を入工 皮膚に噴 きか けた）

3 条件を設定 し た．（2），（3）の場合 とも に人工 皮膚

．ヒで 裏地全面が濡 れ て い た が ，水平 方向の 抵抗力に は

そ の 都度違 い が現れ た ．しか し，同
一
裏地 問 の 波形に

一
定の 傾 向がみ られたため，こ こ で は 5 回 の うちの 中

間的な 1 つ を取 り上げて 考察し た ，垂直方向の抵抗力

は ，乾燥状態 と少量の発汗想定時で は ゼ ロ に近か っ た

の で 多量の発汗想定時の み抵抗力 を 5回ずつ 計測 した．

　 （3） 裏地 の 水 拡散性 ・戻 りの 状態

　赤 イ ン ク を混ぜ た水 （0，5ml ＞を注射器で ア ク リ ル

板 に 垂 らした．水滴 と接する ように裏地 （10cmXIO

cm ） を静か に置 い て 吸水 させ た．1分 後 ， 吸 水 した

裏地 をろ紙 の 上 に置 き，ア クリル 板 を重 しと して の せ，

ろ紙 の 着色 の 様子か ら裏地 の 湿潤状 態 を比較 した．

図 2．実験着の外観
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　  　ワ ン ピー
ス の 着用評価

　1） 実 験 服

　実験服 は，図 2 に 示す ように サ マ
ー

ウ
ー

ル の ワ ン ピー

ス の 下 に着用 した裏地 キ ャ ミ ソ ール と し た 。ワ ン ピー

ス は，ウ エ ス トの切 り替えな しで ノ ー
ス リ

ーブ ，後 ろ

フ ァ ス ナ
ー

開 き， 後ろ 中心 に ス リ ッ トの あ る デ ザ イ ン

で あ る．サ イズ はバ ス ト＝83cm ， ヒ ッ プ＝91cm と

して 文化式 原型 を もと に 製図 した，ワ ン ピー
ス の 表地

と裏地は 別 々 に仕立 て ，裏地 キ ャ ミ ソ
ール の 上 に ワ ン

ピース を重ねて着用 させ た ．裏地 キ ャ ミ ソ
ー

ル は表か

らは み 出さな い よ うに ，襟 と袖 で は くりを大 きく し，

裾 丈 で は 表地 よ り 5cm 短 く仕立 て た．

　2） 被 験 者

　被験 者は年齢 18〜22 歳の 女子大学生 15 人 で
， 身体

寸法の 平均 （標準偏差）は，B ＝85．5 （4，69）cm ，　 W ≡

63．3 （3．07）cm ，　 H ＝89．1 （3．58）cm で あ っ た ．実

験 の 時間帯，被験者の 性周期に つ い て は 考慮 し なか っ

た．

　3） 環境設 定

　着 用試験 は環境温度 と湿度 の 異 なる AB の 2 環境

下 を設 定 した．環 境 A で は空調 され た快適 な室 内環

境 を想定 した，そ の 結果，平均温度 は 25，5℃ （最低

23℃〜最高 28℃），平均相対湿度 は 44％ （最低 32％

〜最高 51％ 〉 で あ っ た．環境 B で は 屋外 の 暑 熱環境

を想 定 し ， 小 空間 を暖房 と加 湿器 に よ りコ ン トロ ー
ル

した．平均 温度 は 30，0℃ （最低 28℃ 〜最 高 31℃ ），

平均相対湿度は 74％ （最低 62％ 〜最高 80％ ）で あ っ

た ．

　4）　着用 試験の 手順

　被験者 は環境 A で 待機 し，実験手順 と 内容 に つ い

て説明を受けた．ブ ラ ジ ャ
ー

とシ ョ
ー

ツ に ，ワ ン ピー

ス の み お よ び全種類の 裏地 キ ャ ミ ソ
ール とワ ン ピース

を順次着用 し，着用 感を事前に確認 し た ．

　 引 き続 き，被験 者 は 裏地 キ ャ ミ ソ
ール と ワ ン ピー

ス

を 脱衣 の 上
， 環境 B に 入室 し

， 歩行 ス テ ッ パ ー
に よ

る歩行運 動 を 10分 間行 い
， 発汗 を促 した ．テ ス ト者

側 が指定 したラ ン ダ ム な順序で ，ワ ン ピース の み お よ

び裏地 キ ャ ミ ソ
ー

ル と ワ ン ピー
ス を着 用 させ た．被験

者 は 足踏 み と上肢 の 開閉
・
背 の 曲げ伸 ば しを行 い ，着

用感 を確 か め た ，着用評価は ，ワ ン ピース の み と裏地

キ ャ ミ ソ
ー

ル と ワ ン ピー
ス の 5種 に つ い て 1種着用 ご

と に質問用紙 に回答する方法で行 っ た ．実験を速や か

に行 うた め，後 フ ァ ス ナ ーの 開 閉の み補助者が行 っ た．

歩行 運 動停 止 後 に は 全 員 が 汗 を か き，着脱 を行 う度 に

発汗が生 じて い た，

　そ の 後，被験者は環境 A で 汗が 引 くと推察され る

20 分待機 し，歩行連 動 な しで 環 境 B の 時 と 同様 に 全

5種 の 着用 評価 を行 っ た．一
通 りの 実験 に は 1時 間余

りを要 した，

　 5）　着用評価 の 質問項目と評価法

　質問は A ，B 環境共通 と し，肌触 り （2 項 目），貼

りつ き感，着脱 の し やすさ，蒸れ 感 （2 項 目），ふ さ

わ しさの 7 項目 で構成 した．評価方法は SD 法に よ り

相反す る用 語を用 い
t 「非常に そ う思 う」 を ± 3，「そ

う思 う」を ± 2，「や や そ う思 う」を ± 1，「どち らで も

ない 」を 0 の よ うに点数化 し た ，プ ラ ス 得点を良 い 評

価 ・快適 と感 じ る 側 に した （図 6 参照 ）．各環境 ドで

の 着用終了後 に は ，最 も好ま しい と思 う裏地 （ベ ス ト

1）を選定 させ た．

　3．結果と考察

　（1） 布の貼 りつ き抵抗

　図 3 に は ，無発汗 ・少量 ・多量 の 発汗想定別 に，移

動距離 と水平方向の抵抗力を裏地 ご とに示 した，図 4

に は多量 の発汗想定時に お ける 垂直方向の最大抵抗力

の 5 回 の平均値 と標準偏差 を記載 した ．

　無発汗想定時の貼 りつ き抵抗力は水平 ・垂直方向と

もに ご く僅か で あっ た ．水平 方向で は摩擦係数 の 変動

の 大 きい Cd で 幾分高 い 傾 向 で あ っ たが ， そ の 他 の 裏

地 間 に 違 い はみ られなか っ た，少量発 汗想 定時 の 水 平

方向の抵抗力は，図 3 の 中段 に示す よ う に裏地 に よ っ

て差が生 じ た ．Pa が 最 も大 きく，次に Cc が 大きか っ

た ，Cc は初期抵抗が 大 きい が す ぐに減少する の に対

し，Pa で は 抵抗力 が持続 して い た ．　 Pb と Cd の 抵抗

力は僅か で あ っ た．こ れ らの こ とか ら平滑 な
一

般 裏地

は，少量 の 発汗で も肌 に貼 りつ きや す く，滑 りが悪 く

な る こ とが 明 ら か とな っ た，乖直方向の 抵抗力は，無

発 汗，少量発汗の場合 とも微小の た め感知で きなか っ

た．

　多量 の 発汗を想定 し た とき，図 3 下段 の ように抵抗

力は
一

層大 き くな り，水平方向で 10倍 に な っ た．各

裏地 の 抵抗値 の 順 位は少量 の 発汗想定時 と変 わらなか っ

た ．こ の こ と よ り．発汗量 が多 い と き，動作 に対 す る

貼 りつ き抵抗が
一
層大 き くな り，裏 地 に よ る差 が顕 著

に な る こ とが 推 察さ れた．Pb の 抵抗 力 は 最 も小 さく，

貼 りつ きは ほ とん ど 生 じない こ とが わ か っ た ，垂直方

向 で も水 平方向 と同様 の 傾 向 を示 したが，抵抗力 は小

さ か っ た （図 4）．
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　擬麻加工 糸や ス パ ン 糸を 用 い た裏地 で は
， 布表面 に

凹凸を有 し，肌 と布の 接触面積が少 な くなるため，貼

りつ き抵抗力が小 さ くな っ た と考 える ．

抵抗力 mN20

L5

10

5

O
　 o

◆ Pa ■ PbOCc ロCd

抵抗力 mN80

60

40

20

0
　 0

O．511 ．522 ．533 ．5
（発 汗なし）　　 　　 移動距 離 （cm ）

◇

◆ Pa ■ Pb ＜＞Cc 囗 Cd

一

◆
柵

轍

　　 ◆○

◆

　 ◇

◆

○◆

◆

蜘
矚

禰
　　 　 ◆

抵抗力 mN800

600

400

200

o．5 ユ L5　　　　 2　　　　2．5　　　　 3　　　　 3．5
（少 量の 発 汗）　　 　 移 動 距離 （cm ）

0

　 0　　　　 0．5　　　　 1　　　　 正．5　　　　 2　　　　 2．5　　　　 3　　　　 3．5

　　　　　　　　　（多 量 の 発 汗 ）　　　 移動 距離 （cm ）

　　　図 3，水平方向の 抵抗力 と仕事量

　（2） 裏地 の 水拡散性 ・ぬ れ 戻 り

　図 5 は裏地 の 水拡 散性 とぬ れ戻 りの 観察結果 で あ る．

Pa，　 Pb で は，他 の 3種 よ り水 は 円状 に 大 きく拡が っ

た．Pa と Pb で は拡散作 用 が ス ム
ーズ に働 き，中 で

も Pb で は ぬ れ戻 りが最も少な い と推定 され た．

　無撚糸の Pa と Cc の水拡散性の 違 い は ，後次加工

因，即 ち Pa で は 吸 水加工 ，　 Cc で は撥水加工 に よ る

と考える．しか し，先の 結果で示 したように貼 りつ き

抵抗は Pa が最大で あ っ た た め ，吸水加工 を施 して も

効果は十分で はない と考察され た．ぬ れ 戻 りは Cc で

大 きく，こ の た め皮膚に残る水分が 多 くな り，べ たつ

きや蒸 れ感 を もた らす の で あ ろ う．Cd は織 り糸 の 隙

間が大 きく，また，吸水加工が施 され て い るため，水

拡散 性 は Cc に 比 べ て 大 きか っ た ，　 Cd の貼 りつ き抵

抗が Pa，　 Cc よ りも少ない の は，水拡 散性が小 さい た

め と，裏地表面 の 凹凸に よ っ て 皮膚 との 接触面積が小

さ くな っ た た め と考える ．

　（3） ワ ン ピー
ス の 着用評価

　被験者の 回答 を もとに平均値 を算出 し，環境 A ，B

ご とに 図 6 に記載する とともに ，分散分析 と多重比較

の結果 を表 2 に 示 した．さ ら に ，環境条件 と発 汗 に よ

る着用評価結果 の 違 い を調べ る た め，同裏地問で 平均

値 を比較 し，f 検定を行 い ，結果を表 3 に示 した．

抵 抗 力 mN200

150

100

50

　 　 　 o
　 　 　 　 　 　 Pa　　　　　Pb　　　　　Cc　　　　　Cd

　　　　　　（数値は平 均値 、
バ ー

は標準偏差）

図 4．垂直方向の最大抵抗力 （多量 の 発汗想定時）

欝
転

藩
抑

ζ
璽

　・
繕
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−
笶魯紳“蔔

誕

蔑…
糠

塾 轡  

Pa Cb　　　　　　　 Cc 　　　　　 Cd

　　 図 5．水拡散性 と ぬ れ 戻 り
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一一◆一一Pa　　　十 Pb　　　−−e− 　Cc　　■■［bCd 　　　−一≒翔（一一゚non

　 　 3．00

　 　 2．00
評

価 1．00

得

点 0・00

　
−1．OO

　 　−2．OO

　
−3，00

　 　 3．00

　 　 2．00

評　
1・00

価
　 　 0．00
得
点 一1．00
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−3。00

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、　　　　　　　　　　　 、　　　　　 一ね

逆
評

認
ボ
♂冷！

柳
〆 ♂ 〆

　野
　 やや そう

　 どちらで もない

　 ややそう

　
そ う

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 非常にそ う

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 非常 にそう

そ う

・や・ ・

　 どちらで もな い

　 やや そう

そう

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 非 常にそう

評 諍 ♂ ド ／ 〆
譜 15・

　　　　　　　　　　　図 6，ワ ン ピー
ス の 着用評価

　　　　　　　　　　　表 2．分散分析 と多重比較

や わらか い 肌触 りが 良い 貼りつ か ない 着脱 しや すい さらさらしてい る 蒸れ ない ふ さわ しい

環境 A 環境 B 環 境A 環境 B 環境A 環境B 環境 A 環境 B 環 境A 環境 B 環境 A 環境B 環境A 環境B

分散 分 析 ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

PaPb ＊ ＊

Cc ＊ ＊＊

Cd ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊

non ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊

PbCc ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊

Cd ＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊

non ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊

CcGd ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

non ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊ ＊＊ ＊＊

Cdnon ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊
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表 3．環境間で の 評価 の 違 い

A −B間の差
　の 検定

やわらかい 肌触りが 良い 貼 り付か ない 着脱しや すい さらさらし て い る 蒸れない ふ さわ しい

Pa ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Pb ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Cc ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊

Cdnone

＊＊ ＊＊ ＊

　1）　快適環境下 で の 着用評価

　環境 A に おける着用評価に お い て ，裏地キ ャ ミ ソ
ー

ル な し の 回答は ほ と ん どの 項目 で 最 低値 とな り，「や

わ ら か い 」，「肌触 りが 良い 」，「ふ さ わ しい 」で は不快

感を示す マ イナ ス値 とな っ た ．表 2 の分散分析で は，

「や わらか い 」，「肌触 りが良い 」，「さ らさら して い る」，

「ふ さわ しい 」 の 回答 に お い て 裏地 間 に有意差 が認 め

られた．また，多重 比較に お い て もキ ャ ミ ソ
ー

ル な し

の もの は ありと の 間 に ，「や わ ら か い 」，「肌触 りが 良

い 」，「ふ さわ しい 」で 有意な差が認 め られ た ．被験者

か らは ，キ ャ ミ ソ
ー

ル が ない と きち くち くして 不快 と

する意見が寄せ られ た．こ れ らの こ と か らサ マ
ー

ウ
ー

ル の 衣料 に裏地 を用 い る有効性が示 された とい える．

　以下 ，図 6 と表 2 の結果に 基 づ き裏地 に よる着用感

の 違い を考察 した ．Cc の 平均値 は ，「や わ ら か い 」，

「肌 触 りが 良い 」，「着脱 しやすい 」，「さ ら さ ら し て い

る 」 の 項 目で 最 も高か っ た ，こ れ ら の 回答 で Cc の 平

均値が高 い の は，表面 特性 （M 】U ）が小 さ く滑 りが

よい ，繊維 の吸湿性が大 きい ，接触冷感が大 きい こ と

が 理 由 と し て考え ら れ る ．とも に無撚糸の 平織で あ る

Pa，　 Cc に お い て ，　 Pa の 平均値が 「や わ ら か い 」 と

「肌触 りが 良い 」 で 低 い の は せ ん断特性 の 数値が大 き

く身体 へ 沿 い に くい こ と，「さ らさ らして い る 」，「蒸

れ ない 」で 低 い の は 繊 維 の 吸 湿性 と接 触冷感が小 さい

た め と考察す る，Pb に お い て 「や わ らか い 」，「肌触

りが良い 」 の 評価が低 い の は ，擬麻加工 糸を用 い て い

るため ，厚み が増 し，SMD ，　 MMD も大 きく凹凸の

あ る表面特性 と な り，皮膚 に 対す る摩擦感 が 高 ま っ た

と考察する ，「さ ら さ ら し て い る」 と 「蒸 れ な い 」 で

高 い 評価が得 られ た の は ，麻 に似た感触で あり，通気

度 が高 く熱 拡散が 有効 に行わ れ た た め と考え る．Cd

は Cc よ り 「や わ らか い 」，「肌触 りが 良い 」．「さ ら さ

らす る」 な ど で 評価 が や や 低 い もの の，キ ュ プ ラ の 吸

湿性 の 高 さ と熱伝導性 の 高 さ に よ っ て ，夏用 ワ ン ピー

＊P〈O．05 ＊＊p＜0．01

ス の 裏地に 「ふ さわ しい 」 とする回答の 平均値は高い

傾 向がみ られ た ，

　以上 の こ と か ら，快適環境下 で発汗の ない 状態で は

不感蒸泄 を吸湿 し，や わ らか で 肌触 りの よ い 無撚糸を

用 い た 般 型の キ ュ プ ラ裏地が好まれ る こ とが明 らか

とな っ た ．総合的な評価で ある 「ふ さわ しい 」で は，

裏地 間の 差 は少な く ， 有意差 は み られ な か っ た．

　 2） 暑熱環境下 で の 着用評価

　環境 B に おけ る着用評価 の 結 果 （図 6 下段）か ら，

キ ャ ミ ソ
ール なしの もの は環境 A の と きと同様，「蒸

れな い 」 を除くほ とん どが マ イナ ス評価 とな っ た．ま

た ，キ ャ ミ ソ
ー

ル な し は
， 「貼 りつ か な い 」，「着 脱 し

やす い 」，「蒸れな い 」で は評価 の 高い グル ー
プ になっ

て お り，先行 の 報告 と・
激 した

FJ
／． しか しなが ら，

「ふ さ わ し い 」 の結果は キ ャ ミ ソ ール な しが最低で あ

る た め ，トータ ル と し て は裏地 の ある もの が望 まれ る

と い え る，

　快適感は，環境 B で は環境 A よ り全体的 に低下す

る 傾向が み られた．裏地キ ャ ミ ソ
ー

ル の 中で 最 も高 い

値を示 し た の は Cd 着用 時で あ っ た ．　 Cd は ，環境 A

との 比較 に お い て 全て の 項目で 有意差が み ら れず，発

汗時 に も快適1生が維持 で きる裏地 と考えら れる （表 3）．

　 Pb は ，全 て の 項 目で   付近 に評価が 集 中 した ．先

の 貼 りつ き抵 抗試 験 か らは Pb が最 も貼 りつ きや べ た

つ き感 の 申告が少 な くな る と予想 し て い たが ，着用評

価に お い て は Cd よ り低 くな っ た．また Pb の 回答に

は 「や わ ら か い 」を除 く全て の 回答 に，環境間 の 回答

に 有意差 が み ら れ
， 発汗 時 の 快適感 は 低下 した ．「や

わ らか い 」 と 「肌触 りが 良 い 」 の 平均値 は 裏地 の 中 で

最低で あっ た ．

　 発汗時 に お け る 貼 りつ き抵 抗 の 大 き か っ た Pa と

Cc は ，「貼 りつ か ない 」，「さらさ らして い る」，「蒸れ

な い 」，「ふ さ わ し い 」の評価が最 も低か っ た ．多重比

較 で は 両 者 の 裏 地 に 差 は 見 出 せ な か っ た ，し か し，
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表 4．回答項 目間の 相関係数

撮
や わ らか い 肌触 りが良 い 貼 りつ か ない 着脱 しやす い さらさらしてい る 蒸 れな い ふ さわしい

やわ らか い 0．77 0、17 ＊　 0，25 ＊＊　 0．34 ＊＊　 0．38　 　　 0．62

肌 触 りが 良い ＊＊　 0．41 ＊＊ 　 0．30 ＊＊　 0．40 ＊＊　 0．51 ＊＊ 　 0．43　　　 0．67　　　　 二

貼 りっ か ない
一
〇．02 0．05 ＊＊　 0．59　 　　 0，62 ＊＊　 0，38

　「
＊　 0．26

着脱 しやすい 0．10 一
〇．01　　　 0．66 0．66 ＊＊ 　 0．50 ＊＊ 　 0．45

さらさらして い る 一
〇．02 0．08　 　　 0．66 ＊＊　 0．52 ＊＊　 0．49 ＊　 0．30

蒸 れ な い ＊　 0．25 ＊＊　 0．43　 ＊　 0．17 ＊　 0，19 ＊　 　0．ll ＊＊　 0．40

ふ さわしい ＊＊　 0．31 0．21 靉
PO

．66　 　 0．70 ＊＊　 0．56 0，18

＊p〈0。05　　＊＊p く0，01

「や わ ら か い 」 と 「肌触 りが 良 い 」 に お い て は Cc の

方が ，そ の 他 「貼 りつ かな い 」や 「蒸れ ない 」に 関し

て は Pa の 評価 が や や 高い 傾 向が み られ た，

　Cd と Pb に お い て ，先の 貼 りつ き抵抗試験 と 「貼

りつ かない 」，「さ らさら して い る」な どべ た つ き感 の

着用評価 が 数 しなか っ た ，そ の 理 由と し て ，キ ュ プ

ラ の 方が吸湿性に優れるた め無効発汗を起 こ りに くく

し被験者が 暑さ を感 じな か っ た こ とが 考え ら れ る ．

　環箋 B で は 裏地の違 い が よ りは っ きりと現 れた ，

無撚糸 を用 い た平滑な
一

般的な裏地 で は貼 りつ きと蒸

れ 感 で 評価 が 低 か っ た こ と か ら，多量 の 発汗 を想定す

べ き夏用 衣料には，ス パ ン 糸の キ ュ プラ裏地 を用 い る

こ とで快適感を向．．ヒで きる こ とが 明らか とな っ た．

　3）　 夏用衣料に 求め ら れ る裏地 の 要件

　衷 4 は 項 日間 の 相 関係数 で ，右斜 め ト半分 には 環境

A ，左 下斜め 半分 に は 環境 B の 結果 をま と め た t 図 7

は各環境下 で ベ ス トユ に 選 ばれた裏地 の得票数で ある，

　図 6 の 「ふ さわ しい 」の 平均値か らは，環境 A 下

に お い て は裏地間 の 評価 に あ まり大 きな 違 い は 認 め ら

れ なか っ た，し か し，ベ ス ト 1 の得票数と合わせ て考

察する と，キ ュ プラ の 評価が 高く．吸湿性 と熱伝導性

の 高さが快適性 を導い た と考える ．更 に，表 4 に 示す

ように ，「ふ さわ しい 」 の 総合的評価 に関わ る要 因 と

して 「や わ らか い 」，「肌触 りが 良 い 」 が挙 げ られ ，両

者に は 0，6 を超え る相関係数が み られた．すな わ ち，

発汗が な く空調 された快適 な環境で は，触感を向．Eさ

せ る こ とが 最 も重 要 とい え る．

　環境 B で は ，ベ ス ト 1 の 結果が示 す よ う に 擬麻加

工 糸 と撚 糸 の 裏地 が優位 と な っ た．表 4 か ら，ふ さわ

しさ に は，「着脱 しや す い 」，「貼 りつ か な い 」，「さ ら

さ ら して い る」 と の 相 関 が 高 い こ と が 示 さ れ た ．即 ち
，

多量発汗 時 の 不快 感 を軽減す る裏地 と して は，擬麻加

工 糸や ス パ ン 糸 を用 い た 凹凸 の ある表面構造の もの が

121086420
人　　　　　　　　　　　　　　　　■ 環境A 　口 環境 B

　 Pa 　　　　　　 Pb 　　　　　　Cc 　　　　　 Cd

図 7．着用評価 に お ける ベ ス ト 1 得票数

よい とい え る，こ れ らの 裏地を用い る こ と に よ っ て 貼

りつ き抵抗が少な くな り，べ た つ き感を低減 で きる こ

と が明 らか と な っ た．

　夏 に は，屋外 と屋外，車外 と車内 な ど，全 く温湿度

の 異な る環境を，同じ衣服を着てすごさなけれ ばなら

ない こ とが あ る ．外出先で 着脱で きな い ワ ン ピース の

着用 試験を通 し，キ ュ プ ラ素材 と撚糸を 組 み 合わ せ た

裏地キ ャ ミ ソ
ール を利用する こ とに よ り，べ た つ き等

の 不快感を低減 で きる こ とが 明らか となっ た．同様 の

こ と は 裏地 と表地 を一
体 で 縫 製 した ワ ン ピー

ス や春夏

向け衣料に も適用 が可能 と考える．

　4 ．要　　約

　快適 な空調環境 と発汗 を伴 う暑 熱環境 を想定 した状

況 下 で ，サ マ
ー

ウ
ー

ル の ワ ン ピー
ス の ト

．
に 着用する裏

地 キ ャ ミ ソ
ー

ル を例 と す る 着用試験 を も と に 春夏向け

衣料 に ふ さ わ しい 裏地 に 関する知見を得た ．

　（1） ウール 素材の ワ ン ピ ー
ス の 着用試験か ら，快適

環境下 で は，裏地 キ ャ ミ ソ
ール を使用す る こ とに よ っ

て 肌触 りとや わ ら か さ を向上 さ せ ，快適感を高め る こ

とが 明ら か とな っ た．しか し，発汗の 生 じる暑熱環境
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下 で は ，貼 りつ きや 蒸れ 感が 高ま り，快適感 は 低 下 す

る傾向が み られ た ．

　  　付与水量を違えた裏地の 貼 りつ き抵抗試験か ら，

フ ィ ラ メ ン ト無撚糸 で 構成 さ れ る 平 滑 な
一

般裏地 で は ，

貼 りつ き抵抗 は 大 き くな る が，擬麻 加 工 糸や ス パ ン 糸

の もの で 抵抗 は 小 さい こ と が示 され た．

　（3） 着用評価か ら，空調された快適な環境下 で発汗

の ない 場合に はやわ らか く，肌触 りが よく，吸湿性の

よ い
一

般型 の キ ュ プ ラ 裏地 の キ ャ ミ ソ
ー

ル が 好 まれ た ．
一

方 ， 暑熱環境 で発 汗 の あ る状態 で は
， 貼 りつ き感 の

小 さ い 裏地キ ャ ミソ
ー

ル の 評価が高 く，擬麻加 工糸 や

ス パ ン 糸で構成 され る 凹凸の あ る裏地が ふ さわ しい こ

とが明 らか とな っ た．中で も，ス パ ン糸の キ ュ プ ラ裏

地 で は，2 環境下 で の快適性評価 に有意な差は み られ

ず，発 汗 の 有無に 関 わ らず と もに高 い 評価が得 られ た．
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